
2022年5月27日（金）発行

第30期総代会特集号
實光　良夫

◆収入の部 単位：円

単位：円

科　　目 第30期決算額 第31期予算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

6,659,326
12,009,750
500,000
2,869,465

7,454,884
12,100,000

0
100,000

22,038,541 19,654,884

約6,720世帯で算出

利子、文化フェスティバル参加費、他

収 支 差 額 07,454,884

◆支出の部

支 出 計 14,583,657 19,654,884

六甲アイランドだより発行
７～８月実施を計画

警察官立寄り所
役員会、役員研修会等
実施時に、別途提案予定

市・区他
郵送料、振込手数料、交通費他
コピー機使用料、パソコン２台リース料10万等
赤い羽根、歳末助け合い、防犯協会、日本赤十字社
RICライブラリー 50万円、チューリップ祭 5万円

夏祭り実施（協賛金減少見込を補填する）

劣化状況に鑑みながら実施検討を図る

３０期の検討結果を踏まえ、実施予定
２期に亘り、寄付金５０万円より支出

議案書、ポスター等

シティヒルウォーク、クリーン大作戦、街路灯点検、文化フェスティ
バル等を計画（フォトコンテスト賞品、イベント備品補充を含む）

収 支 差 額 191,398 00

総 代 会 関 連
広 報 発 行 費
ラジオ体操関連費
事 業 活 動 費

３０周年記念事業費
会 議 費
防 犯 防 災 活 動 費
渉 外 費
通 信 費
事 務 費
分 担 金
助 成 金
ふれあい会館運営費
ふれあい会館修繕費
修  繕  積  立  金
夏祭り会計負担費
ホームページ運営費
バ ラ 祭 り
時 計 修 理 費 用
ふれあい会館20周年
情 報 ハ ンドブック
リモ ート会 議 導 入
ローズガーデンファミリー
予 備 費

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 費
各 種 助 成 金
雑 収 入

第31期予算（案）

①　2022（令和4年）年5月27日（金） 第30期総代会特集号 ④　2022（令和4年）年5月27日（金）第30期総代会特集号

◆収入の部
科　　目 予算額 決算額 摘　　　　　要

収 入 合 計

340,562
236,000
666,000
902,000
4,000,000
500,000
100

340,562
236,000
666,000
902,000
4,000,000
500,000
5,029

5,742,662 5,747,591

繰 越 金 438,143

現預金残高（令和4年3月31日現在）
みなと銀行（普通）

積 立 金 2,530,494 みなと銀行（定期）

前 期 繰 越 金
学校施設開放  運営費、図書購入費
補 助 金 管理者報酬
　　　　　　小 計
公益信託神戸六甲アイランド基金
自 治 会 助 成 金
雑 収 入、利 息 等

第25期　2021年度　R I C コミュニティ ライブラリー会計報告書
（2021年4月～2022年3月）　　　　　

（１）一般会計予算（2022年4月1日～2023年3月31日）

ＲＩＣふれあい会館会計及び 監査報告書　第22期(２０２１年度)
◆収入の部 単位：円

単位：円

(参考資料1)(参考資料2)

科　　目 ２０２１年度決算 ２０２２年度 予算
前 年 度 繰 越 金
運 営 費
雑 収 入
施 設 使 用 料
受 講 料
交 付 金
収 入 合 計

0
1
2
3
4
5

2,574,560
1,020,000 
37,487

1,028,000 
0 

80,000 
4,740,047

814,731
1,020,000 
50,000 

1,000,000 
50,000 
80,000 

3,014,731

◆支出の部
広 報 費
旅 費 交 通 費
通 信 費
消 耗 品 費
事 務 費
水 道 光 熱 費
保 守 契 約 料
リ ー ス 料
ボランティア活動費
事 業 費
雑 費
備 品 費
管 理 費
保 険 料
営 繕 費
修 繕 積 立 金
予 備 費
20 周 年 活 動 費
支 出 合 計

収 支 差 額

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

0 
0 

85,281
27,505
107,201
456,893

0 
199,082
742,500 

0
32,664

0
184,000 
65,990 
24,200 

2,000,000 
0
0

3,925,316

814,731

50,000  
50,000   
100,000 
50,000 
150,000 
550,000 

0 
250,000 
900,000 
100,000 
50,000 
50,000 
200,000 
100,000 
100,000 

0
314,731

0
3,014,731

0 
（収支差額）

☆2021年度は、ふれあい会館会計から、修繕積立金特別会計（定期預金）に2,000,000円を積立てました。
　なお、修繕積立金特別会計口座の取扱店をみなと銀行に変更しました。
　（ＳＭＢＣ六アイ支店の個人専用店化に伴う対応）
☆2022年度は、自治会一般会計から、修繕積立金特別会計に5,000,000円積立の予定です。
上記会計監査の結果、本書記載の通り適正に処理されている事を認めます。

以下  参考資料

利息 12円。今年度は新たな積立ては計画せず
科　　目 期    首 期　　末 摘　　　　　　　要

2,000,388 2,000,390災 害 時 対策準備金

（２）災害時対策準備金特別会計（2022年4月1日～2023年3月31日）

（３）夏祭り特別会計予算（2022年4月1日～2023年3月31日）

単位：円

監事　柏井　敏介令和4年4月14日

収 支 差 額 438,143

◆支出の部
図 書 購 入 費
館 内 維 持 管 理 費
管理運営ボランティア費
事 務 所 経 費
催 事 な ど 活 動 費
夕やけ文庫運営費
什 器、備 品 等
予 備 費 等

支 出 計

850,000
2,376,880
1,800,000
325,000

0
20,000
65,000
305,782

1,004,137
2,377,320
1,383,300
373,817

0
25,110
145,764

0

5,742,662 5,309,448

和書494冊　洋書80冊

PC、プリンター複合機、絵本用ワゴン購入

29人 × 159時間 /人 (コロナのため2ヶ月半休館）
家賃（共益費、光熱費を含む）

「きょうどうのわ」イベント担当謝礼

◆支出の部
ステージ・提灯設営費
会場設備、電源設備
会場撤去・片付け・運搬
ゲームコーナー関連費 
広 告 宣 伝 費
運 営 進 行 費
備 品、飲 食 費
神輿補助金、謝礼関連費 
各 種 申 請・渉 外 費 
そ の 他 雑 費  
予 備 費

支 出 計

0
0
0
0

88,000
220,000

0
0

352,000
1,542
0

8,900,000 661,542

単位：円

1,168,000
2,700,000
800,000
950,000
180,000
1,890,000
335,000
423,000
390,000
4,000
60,000

8,900,000

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
第２９期予算並みで計画

〃　雨天時テント仮設他

1,168,000
2,700,000
800,000
950,000
180,000
1,890,000
335,000
423,000
390,000
4,000
60,000

53,460
811,822

0
1,233,714

0
20,609
422,772
140,000
108,665
550,316
90,000
550,000
1,020,000
6,567,000

0
660,000
32,864
117,893

0
59,790

2,009,900
0

134,852
0

100,000
1,000,000
200,000
1,300,000

1,500,000
60,000
700,000
200,000
120,000
710,000
250,000
550,000
1,020,000

0
5,000,000
5,200,000
40,000
336,000
600,000

0
0

150,000
365,148
253,736

上記 第25期 2021年度 会計報告を監査した結果適正であることを報告いたします。

会計監査委員　奥村　富三
会計監査委員　末包　真紀

令和4年4月4日RICコミュニティ ライブラリー

※自治会助成金は、図書購入費の一部に充当しました。

印

印

第
30
期
定
期
総
代
会
開
催

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
神
戸
市

か
ら
は
自
治
会
活
動
に
お
い
て
書
面
で
の
決

議
が
推
奨
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
自
治
会

も
2
0
2
0
年
の
第
２８
期
総
代
会
と

2
0
2
1
年
の
第
29
期
総
代
会
は
書
面
決

議
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
の
通

り
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
へ
は
、
本
紙
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
だ
よ
り（
第
３０
期
総
代
会
特
集
号
）に
て

議
案
書
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

⑴
新
任
役
員
説
明
会

　

7
月
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
代
表
者
会
議
と

重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
1
街
区
の
み
の
参
加
で

し
た
。
１
月
度
の
会
議
で
専
門
部
会
を
前
半
に

開
催
し
、
部
長
副
部
長
に
よ
り
専
門
部
会
の
役

割
、
意
義
な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
、
お
互
い
の

顔
合
わ
せ
の
場
と
し
ま
し
た
。

⑵
自
治
懇
テ
ー
マ
の
集
約

　

11
月
1
日
開
催
に
向
け
て
の
課
題
に
対
す
る

意
見
・
質
問
の
集
約
を
行
っ
た
結
果
、「
大
雨

時
の
慢
性
的
『
雨
水
溜
ま
り
箇
所
』
の
改
善
に

つ
い
て
」
を
今
回
新
た
に
質
疑
事
項
に
加
え
ま

し
た
。
道
路
敷
石
改
修
工
事
の
完
了
と
期
日
前

投
票
所
の
設
置
及
び
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
の
魚
釣

り
禁
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
結
果
対
応
済
と
思
わ
れ
る
も
の

が
17
項
目
中
3
項
目
、
経
過
の
見
守
り
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
10
項
目
で
し
た
。

⑶
総
代
会
出
席
者
の
確
保
と
活
発
な
意
見
交
換
な
ど

　

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
も
あ
り
、
バ
ン
ケ
ッ

ト
ホ
ー
ル
で
の
対
面
で
の
開
催
で
は
な
く
、
書

面
決
議
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書

面
決
議
の
方
法
で
は
質
問
や
意
見
の
意
思
の
疎

通
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
対
面
で
の
開
催
の
必

要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

⑷
街
区
訪
問

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
、
街
区
訪
問
を
通
じ
て

自
治
会
活
動
の
理
解
と
情
報
共
有
を
め
ざ
し
ま

し
た
が
、
30
期
は
取
り
や
め
と
し
ま
し
た
。

⑸
）Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
実
施
検
討

　

Z
o
o
m
の
契
約
お
よ
び
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
の

機
器
を
広
報
部
と
共
に
検
討
し
ま
し
た
が
、
費

用
対
効
果
の
面
で
再
検
討
と
し
ま
し
た
。
会
議

成
立
に
つ
い
て
の
規
約
改
正
も
継
続
し
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

左
記
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑴
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
よ
り
の
発
行

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
も
一
部
が
中
止

と
な
り
、
当
初
計
画
の
５
回
発
行
予
定
よ
り
少

な
い
４
回
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
発
信

　

新
た
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ン
ト
を
開
設

し
、
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
配
信
い
た
し

ま
し
た
。
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
含
め
て
情
報
発
信
を
行
い
、
自

治
会
活
動
を
よ
り
一
層
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
掲
載
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

⑶
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

　

４
年
ぶ
り
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
応
募
者
数
、
応
募
点
数
と
も
過
去
最

多
を
記
録
し
、
特
に
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
展

は
大
盛
況
で
し
た
。
引
き
続
き
、
開
催
を
要
望

す
る
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
で
は
写
真
を
募
集
し
、
今
年
の
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
に
採
用
し
ま
し
た
。

⑷
ま
ち
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
改
定

　

自
治
会
30
周
年
に
合
わ
せ
て
、
ま
ち
情
報
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
改
定
し
、
第
６
版
を
発
行
し
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
過
去
の
も
の
と
は
一
新
し
、

斬
新
な
も
の
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｉ
Ｃ
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
（
夏

祭
り
）
や
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
自
治
会
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
を
事
業
部
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

夏
季
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
や
む
な
く
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
力
で
イ
ベ
ン
ト
活
動

を
支
え
合
う
と
い
う
、
こ
の
街
の
素
晴
ら
し
い

伝
統
を
大
切
に
継
承
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

今
後
共
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

⑴
第
３4
回 

Ｒ
Ｉ
Ｃ
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ
カ
ー
ニ

バ
ル（
夏
祭
り
） （
８
月
）

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
最
大
の
行
事
「
R
I
C
夏

祭
り
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
（
第
５
波
）

の
状
況
下
で
し
た
。
７
月
度
役
員
会
で
各
街
区

か
ら
の
ご
意
見
を
集
約
の
結
果
、
参
加
者
、
関

係
者
の
健
康
・
安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し
苦
渋

の
決
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
判
断
し
、

開
催
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

⑵
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操 （
７
月
、８
月
）

　

例
年
通
り
、
夏
休
み
の
前
半
と
後
半
の
各
10

日
間
、
小
学
生
を
主
な
対
象
に
、
早
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
夏
祭
り
と

同
じ
く
本
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

⑶
第
１9
回 

文
化
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル （
１１
月
）

　

舞
台
出
演
者
は
、
一
般
出
演
者
18
グ
ル
ー
プ

1
8
0
名
（
ア
イ
ラ
ン
ド
居
住
者
）、
ゲ
ス
ト

２
組
（
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
津
軽
三
味
線
演
奏
）の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
減
少
し
て
い
る
時

期
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

も
と
で
客
席
も
ほ
ぼ
満
席
、
延
べ
6
5
0
名
の

ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
街
区
か
ら
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
ご
来
場
の
方
々
に
ひ

と
時
の
喜
び
と
安
ら
ぎ
を
お
届
け
で
き
た
こ
と
、

主
催
者
と
し
て
こ
れ
以
上
な
い
喜
び
で
す
。

⑷
第
24
回 

シ
テ
ィ
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
ク （
３
月
）

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
春
を
告
げ
る
恒
例
イ
ベ

ン
ト
で
、”チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
“の
期
間
中
に
開

催
し
ま
す
。
一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
、
昨
年
は
雨

天
で
や
む
な
く
中
止
、
今
年
は
久
し
ぶ
り
の
開

催
で
3
9
0
名
（
う
ち
、
子
ど
も
1
5
0
名
）の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

桜
も
咲
き
始
め
て
お
り
、
心
地
よ
い
風
に
誘

わ
れ
て
”ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
“と
”チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
“
、

色
と
り
ど
り
の
春
の
一
日
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

２
年
連
続
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
の

影
響
で
、
環
境
部
の
多
く
の
計
画
中
止
が
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
、
左
記
の
通
り
活
動
し
ま
し
た
。

⑴
桜
並
木
お
よ
び
植
樹
桜
の
見
守
り

　

桜
並
木
の
生
育
状
況
の
見
守
り
と
し
て
樹
木

番
号
整
備
、
写
真
撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑵
街
路
灯
点
検
、昨
年
は
年
一
回
の
み
実
施

　

夏
の
街
路
灯
点
検
は
非
常
事
態
宣
言
下
で
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
冬
の
街
路
灯
点
検
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
第
５
波
と
第
６

波
の
ち
ょ
う
ど
谷
間
で
通
常
の
形
態
で
実
施
で

き
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
環
境
部
に
て
集

計
し
、
神
戸
市
に
改
修
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
中
、

器
具
の
老
朽
化
が
進
む
歩
道
橋
の
欄
干
の
蛍
光

灯
に
つ
い
て
も
、
L
E
D
化
の
予
算
が
と
れ
た
こ

と
か
ら
年
度
内
の
取
り
換
え
を
目
指
し
て
作
業

を
進
め
る
旨
、
神
戸
市
よ
り
連
絡
を
受
け
ま
し

た
。

⑶
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
実
施

　

東
灘
区
一
斉
清
掃
（
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）
は
、

春
と
秋
の
２
回
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
街
路

灯
点
検
と
同
様
に
、
秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の

み
、
全
て
の
関
連
団
体
に
声
か
け
す
る
こ
と
な

く
小
規
模
で
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

⑷
住
宅
区
域
の
歩
道
敷
石
の
危
険
箇
所
の
改
修
工
事
に
つ
い
て  

　

自
治
会
の
調
査
結
果
を
も
と
に
実
施
の
第
29

期
予
定
の
東
側
街
区
歩
道
の
改
修
工
事
は
大
幅

に
遅
れ
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年
９
月
に
は
完

了
し
た
旨
、
神
戸
市
よ
り
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

⑸「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
の
ま
ち
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

第
２８
期
よ
り
開
始
し
た
毎
月
、
原
則
と
し
て

第
４
土
曜
日
朝
の
ア
イ
ラ
ン
ド
北
口
駅
改
札
口

外
周
辺
及
び
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
駅
改
札
口

外
周
辺
で
の
環
境
部
主
導
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

▲第27期総代会の様子（1昨年、昨年は書面表決）

　

前
年
度
同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
主
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま

し
て
は
自
粛
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治

会
創
立
30
周
年
記
念
号
と
し
て
、
ま
ち
情
報
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
大
幅
に
改
版
し
ま
し
た
。

　

島
内
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
住

民
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
7
年

の
震
災
時
の
人
口
は
約
1
万
人
で
し
た
が
、
現

在
は
倍
の
2
万
人
で
す
。
震
災
時
の
経
験
を
伝

え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
も
、
1.
17
の
防
災
訓

練
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
阪
湾
岸
道

路
西
伸
部
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
）
事
業
協
議
会

は
13
回
開
催
さ
れ
、
騒
音
な
ど
の
対
策
に
つ
い

て
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
度
か

ら
は
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
名
前
を
「
連
絡

会
」
と
し
ま
す
。
ま
た
、
11
月
に
は
1
週
間

R
I
C
ふ
れ
あ
い
会
館（
自
治
会
館
）を
閉
館
し

て
大
規
模
修
繕
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
外
壁
塗

装
や
事
務
室
内
の
内
装
工
事
、Ｌ
Ａ
Ｎ
工
事
、

ト
イ
レ
の
手
洗
い
な
ど
の
自
動
水
洗
化
工
事
な

ど
を
神
戸
市
の
地
域
集
会
所
新
築
等
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
部
か
ら
の
報
告
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

第
30
期
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
緊
急
事
態
宣

言
も
あ
り
役
員
会
は
5
月
度
と
9
月
度
を
中
止

し
、
ま
た
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
は
メ
ー
ル
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
書
面
決
議
に
て
開
催
と

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
活
動
結
果
は

以
下
の
通
り
で
す
。

第
30
期
（
２
０
2
1
年
度
）

事
業
報
告

◎
総
務
部

◎
広
報
部

◎
事
業
部

◎
環
境
部

◎
生
活
安
全
部

は
第
29
期
同
様
に
第
30
期
も
全
て
中
止
と
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
、
生
活
安
全
部
は

９
月
防
災
担
当
者
会
議
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
は
、
感
染
対

策
を
と
っ
て
す
べ
て
実
施
し
ま
し
た
。

⑴
防
災
担
当
者
会
議

　

年
間
８
回
の
予
定
が
７
回
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
が
、
D
V
D
の
視
聴
に
よ
り
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
つ
い
て
学
び
、
自
助
、
共
助
の
重

要
性
を
知
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
1.

17
全
戸
一
斉
防
災
訓
練
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
具
体
的
に

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

29
期
は
中
止
と
な
っ
た
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修

は
東
灘
消
防
署
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
出
張
所
で
動

画
視
聴
と
、
人
数
を
絞
っ
た
形
で
実
施
さ
れ
、

受
講
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

⑵
第
１２
回
1.
17
全
戸
一
斉
防
災
訓
練

　

２
０
１
１
年
度
か
ら
３
月
に
実
施
し
て
き
た

全
戸
一
斉
防
災
訓
練
は
、
２
０
１
7
年
度
か
ら

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
1
月
17
日
の
実

施
と
し
ま
し
た
。
今
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

17
街
区
中
１０
街
区
が
1.
17
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
、
３
街
区
が
そ
の
直
近
の
土
・
日
曜
に
、

3
月
に
も
さ
ら
に
2
街
区
が
訓
練
を
実
施
し

て
、
1
年
間
と
も
に
防
災
に
取
り
組
ん
だ
す
べ

て
の
街
区
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

す
べ
て
の
街
区
で
安
否
確
認
訓
練
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
新
し
い
街
区
で
あ
る
W
30
で
も
、

防
災
に
向
け
て
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

街
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
、
防
災
の

取
り
組
み
の
進
捗
度
も
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
30

期
は
具
体
的
な
進
歩
を
感
じ
た
年
と
な
り
ま
し

た
。

⑶
地
域
防
災
訓
練（
給
水
訓
練
）

　

30
期
の
第
5
回
地
域
防
災
訓
練
は
感
染
対
策

を
と
っ
て
、
シ
テ
ィ
ヒ
ル
東
緑
地
公
園
で
仮
設
給

水
栓
か
ら
給
水
を
体
験
し
た
あ
と
、
水
道
局
職

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
全
員
参
加
で

6
0
0
t
タ
ン
ク
に
給
水
装
置
を
接
続
し
て
災

害
時
給
水
拠
点
と
し
、
給
水
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

⑷
向
洋
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
チ
ー
ム
の
活
動
支
援

　

当
期
は
向
洋
中
学
校
の
生
徒
で
構
成
す
る

「
向
洋
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
チ
ー
ム
第
5
期
生
」
の
活

動
を
支
援
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
活
動
を
休
止
し

ま
し
た
。

⑸
年
末
自
衛
警
戒

　

防
犯
活
動
と
し
て
12
月
に
年
末
自
衛
警
戒
を

実
施
し
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
な
か
、
各
街
区
か

ら
は
お
子
様
を
交
え
て
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

6
月
12
日（
日
）13
時

お問い合わせ先
六甲アイランドCITY自治会
（RICふれあい会館） 広報部まで
TEL ８５７-７３７５
FAX ８５７-７３７６
E-MAIL
ric-jichikai@ricv.zaq.ne.jp

チューリップ祭にて

定 期 預 金 27,000,00022,000,000

◆修繕積立金特別会計
☆

現 金
小 口 現 金
普 通 預 金
合 計

25,627
30,000 
759,104
814,731

◆資産の部

( *1)

◆収入の部 単位：円

科　　目 第29期予算（コロナ以前） 第30期決算 摘　　　　　　要

収 入 計

241,773
3,900,000
3,360,000
500,000
898,000
227

192,935
660,000

0
0
0
5

8,900,000 852,940

第31期予算

191,398
5,200,000
2,200,000
500,000
808,600

2

8,900,000

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 分 担 金
協 賛 金
六甲アイランド基金
模 擬 店 売 上 金
雑 収 入

( *1) 協賛金 (2,200千円 )＝特別協賛 (1,250千円、10％減 )＋出店協賛 (950千円、50％減 )



第30期総代会特集号第30期総代会特集号

広
報
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
試
行
し

て
参
り
ま
す
。同
時
に
会
議
成
立
に
つ

い
て
の
規
約
改
正
が
必
要
か
の
検
討

を
し
て
参
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
自
治
会
を
よ
り
一

層
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
自
治
会
の
活
動
及
び
行
事
を
中

心
に
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑴
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
よ
り
の
発
行

　
（
５
回
発
行
予
定
）

　

前
期
は
コ
ロ
ナ
禍
で
発
行
回
数
が

減
少
し
ま
し
た
が
、
当
期
は
、
総
代
会

特
集
号
を
含
め
て
５
回
の
発
行
を
目

指
し
、
よ
り
身
近
で
魅
力
あ
る
島
内
の

新
鮮
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

⑵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
自
治
会
活

　

動
の
情
報
発
信

　

自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

F
a
c
e
B
o
o
k
、
L
I
N
E
の

S
N
S
な
ど
を
含
め
、
掲
載
内
容
を

充
実
さ
せ
、
自
治
会
活
動
へ
の
一
層
の

理
解
を
推
し
進
め
ま
す
。

⑶
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
及
び

　

バ
ラ
祭
り
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
用
写
真

　

の
募
集

　

前
期
に
開
催
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
は
大
盛
況
で
し
た
の
で
今
期
も
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
の
第
１２
回
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
バ
ラ
祭
り
で
配
布
予
定
の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
用
写
真
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

　

事
業
部
が
中
心
と
な
り
、自
治
会
全

体
で
以
下
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
参

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

自
治
会
の
限
ら
れ
た
員
数
・
予
算
だ

け
で
は
、
と
て
も
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
の
は
、
各
街
区
管
理
組
合
、
諸
団

体
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
サ

ポ
ー
ト
協
力
の
大
き
さ
で
す
。

　

特
に
、R
I
C
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ

カ
ー
ニ
バ
ル（
夏
祭
り
）と
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
際
し
て
は
、
各
街

区
の
管
理
組
合
役
員
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
協
力

が
不
可
欠
で
す
。こ
れ
ま
で
同
様
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
行
事
も
W
i
t
h
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
と
な
り
、
感
染
症
防
止
策

を
講
じ
て
の
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
姿
を

模
索
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑴
第
35
回
Ｒ
Ｉ
Ｃ
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン

　

グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル（
夏
祭
り
）

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
最
大
の
行
事

「
R
I
C
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ
カ
ー
ニ

バ
ル
」
は
、
地
域
住
民
の
力
の
結
集
で

す
。住
民
の
皆
様
方
と
ご
一
緒
に
、祭
り

を
創
り
あ
げ
る
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

子
ど
も
た
ち
が
祭
り
の
楽
し
い
体
験

と
思
い
出
を
通
し
て
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
を
誇
れ
る
故
郷
と
思
え
る
よ
う
な
、

住
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
や

協
賛
先
の
見
込
み
な
ど
、
見
え
な
い
部

分
も
多
い
で
す
が
、
状
況
に
応
じ
て
会

場
設
定
・
開
催
時
間
・
運
営
方
法
な

ど
柔
軟
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

⑵
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

　

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の

行
事
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
住
民

の
方
々
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
よ
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
促
し
ま
す
。

⑶
第
20
回 

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

芸
術
文
化
都
市
・
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
に
は
、プ
ロ
の
演
奏
家
だ
け
で
な
く
、

多
種
多
様
な
ご
趣
味
を
持
つ
方
々
が

お
住
ま
い
で
、
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も

多
く
の
方
が
舞
台
出
演
さ
れ
ま
す
。

　

運
営
・
進
行
ス
タ
ッ
フ
も
全
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
出
演
、
運
営
、
観
客
と
違
い

は
あ
っ
て
も
、
み
な
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

を
愛
す
る
者
同
士
、
拍
手
と
歓
声
に
包

ま
れ
た
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
を
ご
一
緒
に

創
り
あ
げ
、そ
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

⑷
第
25
回 

シ
テ
ィ
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
ク

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
の
期
間
中
に
併
行

し
て
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
シ

テ
ィ
ヒ
ル
を
半
周（
ま
た
は
１
周
）し
て

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
戻
る
コ
ー
ス
で
す
。

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
春
を
告
げ
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
住
民
の
方
々
に
よ
り
親

し
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
ま
す
。

　

環
境
部
は
「
人
と
人
と
の
心
の
つ
な

が
り
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
「
住
み
や

す
く
美
し
い
街
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
を

自
分
た
ち
の
手
で
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
第
31
期
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
参

り
ま
す
。

⑴
桜
並
木
の
生
育
の
見
守
り

　

桜
並
木
（
既
存
木
及
び
新
植
木
と

も
）に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
桜
並
木
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
べ
く
、
よ
り
効
果

的
対
策
に
つ
い
て
管
理
台
帳
を
も
と
に

神
戸
市
と
協
議
の
場
を
持
ち
、確
実
に

生
育
を
見
守
っ
て
参
り
ま
す
。

⑵
街
路
灯
点
検
の
実
施

　

左
記
の
２
回
、
街
路
灯
点
検
を
実

施
し
ま
す
。

７
月
17
日（
日
）：
夏
の
街
路
灯
点
検

12
月
4
日（
日
）：
冬
の
街
路
灯
点
検

　

街
路
灯
点
検
で
は
、
こ
れ
ま
で
問
題

の
あ
っ
た
箇
所
に
関
し
て
、
神
戸
市
と

連
絡
を
と
っ
て
改
修
経
過
を
追
跡
し

て
参
り
ま
す
。歩
道
橋
の
蛍
光
灯
の

L
E
D
化
に
よ
り
さ
ら
に
球
切
れ
箇

所
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
街
路
灯
点
検
活
動
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
再
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

⑶
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
実
施

　

左
記
の
２
回
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を

実
施
し
ま
す
。

5
月
29
日
（
日
）：
東
灘
区
一
斉
清
掃

（
春
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）

11
月
27
日
（
日
）：
東
灘
区
一
斉
清
掃

（
秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）

　

東
灘
区
一
斉
清
掃
で
は
、
活
動
後
の

サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
（
両
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
）
に
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ

き
住
民
の
方
々
の
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
工
夫
を
し
て
参
り
ま
す
。

⑷「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ

◎
総
務
部

◎
環
境
部

◎
事
業
部

◎
広
報
部

監査報告書

１．会計監査
　２０２２年４月５日、帳簿、通帳、証拠書類等について監査の結果、帳簿の記
入、通帳や証書、証拠書類の整理・保管、現金の出納は確実に処理されてお
り、第３０期（２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日まで）の会計は収支と
もに適正に執行されていることを認めましたので、ここに報告いたします。

監査の対象
① 第３０期　六甲アイランドＣＩＴＹ自治会　一般会計収支
② 第３０期　夏祭り特別会計収支
③ 第３０期　災害時対策準備金特別会計収支

２．事業（業務）監査
　私達は、毎月開催される役員会ならびに執行役会議に出席し、第３０期
の自治会活動についてその執行の状況を監査しました。その結果、規約
及び事業計画に逸脱する点は認められませんでしたので、ここに報告し
ます。

監査の対象
① 第３０期　自治会活動全般
② 第３０期　役員会議事録　他

六甲アイランドCITY自治会
監事　　　坂口　猛　　　印

監事　　　馬場　正義　　印

六甲アイランドCITY自治会 
会員各位

２０２2年４月5日

第30期会計報告及び監査報告
（１）一般会計収支（2021年4月1日～2022年3月31日）

◆収入の部 単位：円

単位：円

単位：円

科　　目 第30期予算額 第30期決算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

6,659,326
12,100,000

0
100,000

6,659,326
12,009,750
500,000
2,869,465

18,859,326 22,038,541

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 費
各 種 助 成 金
雑 収 入

収 支 差 額 7,454,884 次年度繰越金0

総 代 会 関 連
広 報 発 行 費
ラジオ体操関連費
事 業 活 動 費
30周年記念事業費
会 議 費
防犯防災活動費
渉 外 費
通 信 費
事 務 費
分 担 金
助 成 金
ふれあい会館運営費
ふれあい会館修繕費
修 繕 積 立 金
夏祭り会計負担費
ホームページ運営費
バ ラ 祭 り
時 計 修 理 費 用
ふれあい会館 20 周年
情報ハンドブック
リモート会議導入
ローズガーデンファミリー
予 備 費

◆支出の部

支 出 計

100,000
1,000,000
200,000
1,100,000
1,500,000
60,000
700,000
200,000
120,000
710,000
250,000
550,000
1,020,000
3,000,000

0
3,900,000
40,000
150,000
600,000
100,000
2,500,000
500,000

0
559,326

53,460
811,822

0
1,233,714

0
20,609
422,772
140,000
108,665
550,316
90,000
550,000
1,020,000
6,567,000

0
660,000
32,864
117,893

0
59,790

2,009,900
0

134,852
0

13,859,326 14,583,657

書面決議
六甲アイランドだより発行
中止

次期へ繰越
シティヒルウォーク、クリーン大作戦等開催中止、花火大会中止費用30万円含む

警察官立寄り所・防災訓練
市・区他

赤い羽根、歳末助け合い、防犯協会、日本赤十字社
RICライブラリー 50万円、チューリップ祭 5万円

大規模修繕工事費 6,567千円

中止費用相当額を特別会計へ

10周年記念 クリアファイル作成
当期は実施に至らず
記念植樹を実施

検討の結果、未実施
寄付金50万円より支出

の
ま
ち
」を
目
指
し
た
啓
発
活
動
の
継

続
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
収
束
次

第
、「
ポ
イ
捨
て
防
止
」の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
を
再
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
留
意
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し

ま
す
。目
指
す
の
は
、
近
年
中
に
発
生

が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
を
は
じ
め
と
し
た
、
種
々
の
災
害
に

対
応
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
で

す
。

⑴
防
災
担
当
者
会
議
の
実
施

　

年
８
回
開
催
を
予
定
。会
議
で
は
、

街
区
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
1.
17

全
戸
一
斉
防
災
訓
練
実
施
の
た
め
の
準

備
、
災
害
時
給
水
活
動
の
仕
組
み
づ
く

り
に
焦
点
を
当
て
、
消
防
署
な
ど
と
連

携
し
て
防
災
学
習
を
行
い
ま
す
。ま

た
、
各
街
区
防
災
担
当
の
皆
様
の
情
報

共
有
の
場
と
し
て
、
会
議
の
内
容
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

　

自
治
会
未
加
入
の
街
区
や
学
校
関

係
に
も
呼
び
か
け
、
災
害
発
生
時
に
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
全
体
で
一
体
と
な
れ
る

自
助
・
共
助
体
制
を
作
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

⑵
第
１3
回
1.
17
全
戸
一
斉
防
災
訓
練

　

の
実
施

　

全
戸
一
斉
防
災
訓
練
は
2
0
2
3

年
１
月
17
日
（
火
）に
実
施
し
ま
す
。多

く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑶
第
6
回
地
域
防
災
訓
練
（
給
水
訓

練
）の
実
施

　

第
6
回
地
域
防
災
訓
練
（
給
水
訓

練
）は
、
2
0
2
3
年
３
月
12
日（
日
）

に
実
施
し
ま
す
。シ
テ
ィ
ヒ
ル
東
緑
地

災
害
時
給
水
拠
点
で
の
給
水
活
動
の

仕
組
み
と
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。ま
た
、
活
動
の
結
果
を
自
治
会

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

⑷
向
洋
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
チ
ー
ム
の
活
動

　

の
支
援

　

向
洋
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
チ
ー
ム
は
5
期

生
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を

念
頭
に
、
可
能
で
あ
れ
ば
活
動
を
再
開

し
ま
す
。

⑸
年
末
自
衛
警
戒
の
実
施

　

感
染
症
対
策
を
十
分
に
と
り
な
が

ら
、
可
能
な
ら
ば
実
施
し
ま
す
。多
く

の
方
の
ご
参
加
を
願
い
ま
す
。

◆ 
５
月
14
日（
土
）〜

　

第
11
回
バ
ラ
祭
り

◆ 

５
月
29
日（
日
）

　

春
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

◆ 

６
月
12
日（
日
）

　

第
30
期
自
治
会
総
代
会

◆ 

７
月
中
旬
〜
末
頃

　

ラ
ジ
オ
体
操（
前
期
）

◆ 

７
月
17
日（
日
）

　

街
路
灯
点
検

◆ 

８
月
中
旬
〜
末
頃

　

ラ
ジ
オ
体
操（
後
期
）

◆ 

８
月
27
日（
土
）

　

第
35
回
Ｒ
Ｉ
Ｃ
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン

　

グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル

◆ 

9
月

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
開
始

◆ 

１１
月
20
日（
日
）

　

第
20
回
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆ 

１１
月
27
日（
日
）

　

秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

◆ 

12
月
4
日（
日
）

　

街
路
灯
点
検

◆ 

12
月
28
日（
水
）〜
30
日（
金
）

　

年
末
特
別
警
戒

◆ 

１
月
１７
日（
火
）

　

第
１3
回
1.
17
全
戸
一
斉
防
災
訓
練

◆ 

3
月
12
日（
日
）

　

第
6
回
地
域
防
災
訓
練

◆ 

3
月
26
日（
日
）

　

第
25
回
シ
テ
ィ
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
ク

　
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
開
催
期
間
）

坂口

馬場

単位：円
科　　目 摘　　　　　　　要

2,000,372 2,000,388 利息 1 6 円災害時対策準備金

（２）災害時対策準備金特別会計（2021年4月1日～2022年3月31日）
期　　首 期　　末

②　2022（令和4年）年5月27日（金）③　2022（令和4年）年5月27日（金）

科　　目 第30期予算額 第30期決算額 摘　　　　　　　要

（３）夏祭り特別会計決算（2021年4月1日～2022年3月31日）

◆収入の部 単位：円

単位：円

単位：円

科　　目 第30期予算額 第30期決算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

192,935
3,900,000
2,400,000
500,000
898,000

65

192,935
660,000

0
0
0
5

7,891,000 852,940

収 支 差 額 次年度繰越金191,3980

◆支出の部

ステージ・提灯設営費
会場設備、電源設備
会場撤去・片付け・運搬
ゲームコーナー関連費 
広 告 宣 伝 費
運 営 進 行 費 
備 品、飲 食 費
神輿補助金、謝礼関連費 
各種申請・渉外費 
そ の 他 雑 費 
予 備 費
支 出 計

1,168,000
1,853,000
650,000
950,000
180,000
1,890,000
335,000
423,000
390,000
2,000
50,000

0
0
0
0

88,000
220,000

0
0

352,000
1,542
0

7,891,000 661,542

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 分 担 金
協 賛 金
六甲アイランド基金
模 擬 店 売 上
雑 収 入

(参考 ) 第29期予算：3,360千円
支出総額を一般会計より補填

　　 　〃　　　、収入無し
開催中止のため、基金へ返金処理

預金利息

官庁申請、協賛依頼、中止案内

チラシ版下作成
資料制作、現地測量、企画書制作

◎
生
活
安
全
部

第
30
期

執
行
役
・
役
員
承
認
の
件

（1） 

執
行
役 

候
補
者

（2） 

監
事  

候
補
者

（3） 

役
員  

候
補
者

会
長　
　
　
　
　

實
光　

良
夫

副
会
長　
　
　
　

宮
脇　

貴
栄

副
会
長　
　
　
　

柏
井　

敏
介

総
務
部
長　
　
　

松
本　

啓
二

副
部
長　
　
　
　

西
永　

篤
史

副
部
長　
　
　
　

吉
田　

昌
代

生
活
安
全
部
長　

宮
脇　

貴
栄

（
副
会
長
と
兼
任
）

環
境
部
長　
　
　

金
堂　

要

副
部
長　
　
　
　

川
原　

清
明

副
部
長　
　
　
　

森
本　

亜
樹

事
業
部
長　
　
　

岸
本　

哲
司

副
部
長　
　
　
　

塩
野　

知
子

広
報
部
長　
　
　

安
達　

澄
男

副
部
長　
　
　
　

髙
木　

政
幸

会
計　
　
　
　
　

吉
田　

昌
代

（
総
務
部
副
部
長
と
兼
任
）

監
事　
　
　
　
　

坂
口　

猛

監
事　
　
　
　
　

馬
場　

正
義

　

各
街
区
別
の
役
員
候
補
者
は
、

別
紙
の
通
り
で
す
。

（
総
代
会
時
に
提
出
）

自
治
会
主
催
の
主
要
行
事（
予
定
）

第
31
期
（
２
０
2
2
年
度
）
事
業
計
画

第19回六甲アイランド文化フェスティバル

六甲アイランドバラ園ポストカード(2022年版)シティヒルウォーク受付

写真で振り返る
昨年の六甲アイランドCITY自治会の主な行事

バラ園

　

2
0
2
1
年
度
は
神
戸
市
が
、
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
内
の
公
園
・
学
校
近

辺
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
・
ア
ン
テ
ナ

を
、ま
た
両
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

児
童
館
、
学
童
保
育
コ
ー
ナ
ー
に
は

W
i　

F
i
設
備
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、島
内
の
施
設
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
の

構
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、
昨
年

度
は
神
戸
市
か
ら
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

自
治
会
創
立
３０
周
年
の
節
目
に
当
た

る
年
で
も
あ
り
、
新
時
代
に
向
け
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
、

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
内
の
各
団
体
と
の

情
報
の
蓄
積
及
び
発
信
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に

つ
い
て
は
各
部
か
ら
の
発
表
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
期
の
総
代
会
は
万
全
な
コ
ロ
ナ

対
策
の
も
と
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
て

の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。毎
月
の
会
議

も
専
門
部
会
を
先
に
開
催
し
、各
役
員

の
専
門
部
へ
の
所
属
意
識
を
根
付
か
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
専
門
部
会
及
び
役
員

会
の
活
発
な
意
見
交
換
と
円
滑
な
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
専
門
部
会
の
活
性
化

　

役
員
交
代
時
の
顔
合
わ
せ
や
、自
治

会
及
び
専
門
部
会
の
概
略
の
説
明
、依

頼
事
項
の
確
認
、意
見
交
換
な
ど
行
う

場
と
し
ま
す
。

⑵
自
治
懇
テ
ー
マ
の
集
約

　

毎
年
の
課
題
に
対
す
る
意
見
・
質

問
の
集
約
及
び
行
政
側
の
対
応
を
ま

と
め
ま
す
。

⑶
街
区
訪
問

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
、
街
区
訪
問
を

通
じ
て
自
治
会
活
動
の
理
解
と
情
報

共
有
に
努
め
ま
す
。

⑷
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
実
施
検
討

　

W
e
b
会
議
の
開
催
を
具
体
的
に

* 30 期も前期同様、コロナ禍により大半の行事が中止となり、次年度繰越金は概ね期初並みとなりました。

*30期もコロナ禍により開催中止を余儀なくされ、一般会計から、中止決定までに要した費用相当額の拠出を受けました。

30期実績  6,672戸
ローズガーデンファミリー活動に対する寄付 50万円
会館 大規模修繕・神戸市補助金２,755千円
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